
 

山
中
た
い
子
議
員
は
、９
月
２
２
日

の
県
議
会
予
算
特
別
委
員
会
で
、  

Ｔ
Ｘ
沿
線
の
人
口
急
増
で
、つ
く
ば
市

内
の
県
立
高
校
が
不
足
し
て
い
る
問

題
を
取
り
上
げ
、「
８
万
人
を
呼
び
込

む
沿
線
開
発
を
推
進
し
て
き
た
県
と

し
て
、県
民
の
要
望
に
応
え
る
責
務
が

あ
る
」
と
述
べ
、新
設
校
の
設
置
を
求

め
ま
し
た
。 

つ
く
ば
市
で
は
、昨
年
度

の
中
学
卒
業
生
の
う
ち
、市
内
の
県

立
高
校
に
入
学
で
き
た
の
は
６
人
に

１
人
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。 

 

ア
ン
ケ
ー
ト
の
要
望
ト
ッ
プ 

 

山
中
議
員
は
、日
本
共
産
党
つ
く
ば

市
委
員
会
が
実
施
し
た
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
で
、不
足
す
る
市
内
施
設
の

ト
ッ
プ
が
高
校
だ
っ
た
と
指
摘
。 

学
校

建
設
を
放
置
し
て
進
め
ら
れ
て
き
た

Ｔ
Ｘ
沿
線
の
宅
地
開
発
を
た
だ
す
と

と
も
に
、研
究
学
園
駅
前
の
県
有
地

を
活
用
し
た
新
設
校
設
置
を
提
案
し

ま
し
た
。 

 

つ
く
ば
市
に
責
任
転
嫁 

 

大
井
川
知
事
は
、市
外
通
学
の
生
徒

を
念
頭
に
、つ
く
ば
市
周
辺
の
生
徒
数

減
少
か
ら
「
県
と
し
て
新
設
す
る
必

要
は
な
い
」
と
答
弁
。 

一
方
で
、「
つ
く

ば
市
立
」
と
し
て
検
討
す
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
」
と
述

べ
、つ
く
ば
市
に
設
置

の
責
任
を
転
嫁
す
る

姿
勢
を
示
し
ま
し

た
。 

 

山
中
議
員
は
、総

務
省
の
調
査
で
県
内

高
校
生
の
通
学
時
間
が
全
国
の
ワ
ー

ス
ト
３
位
だ
と
指
摘
。 

「
県
は
一
人
ひ

と
り
の
学
ぶ
権
利
を
保
障
し
、教
育

条
件
の
整
備
に
責
任
を
負
っ
て
い
る
。 

Ｔ
Ｘ
沿
線
で
利
便
性
の
良
い
場
所
へ
の

県
立
高
校
新
設
を
求
め
た
い
」
と
重

ね
て
強
調
し
ま
し
た
。 

 

県
立
高
校
新
設
は
県
の
責
任  

 
 

 

山
中
た
い
子
議
員
が
県
議
会
で
追
及 

日本共産党 茨城県議会議員 

県立高校新設もとめ署名運動スタート  

 つくば市で9月18日、県立高校新設を求める「つくば市の小中学生

の高校進学を考える会」が集いを開き、県議会に提出する請願署名運動

をスタートさせました。 

 考える会世話人代表の片岡英明さん（元高校教諭）は、2030年につ

くばエリア（つくば市、つくばみらい市、守谷市、常総市）の中学卒業生が

1,000人増える県の推計に触れ、高校新設の必要性を強調。小学生の子

どもをもつ母親は「経済状況もあり、 

近場の県立高校は希望だ」と訴えまし

た。つくば市の総務部長も「市内の県立

高校不足は喫緊の課題。力を合わせ県に 

働きかけたい」と述べました。 

 署名は1万人分を目標に、10月31日に

県議会に提出する予定です。 集いで訴える片岡英明代表 
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ご意見・ご要望など 

お寄せください 

 

知
事
と
教
育
長
が
口
を
そ
ろ
え
て

「
高
校
が
必
要
な
ら
つ
く
ば
市
が 

つ
く
れ
ば
い
い
」
と
言
っ
た
の
を
聞

い
て
び
っ
く
り
！ 

市
は
が
ん
ば
っ

て
小
中
学
校
を
つ
く
っ
て
い
て
、
高

校
は
県
の
役
割
の
は
ず
で
す
。 

 

最
初
は
、
つ
く
ば
市
選
出
の
県
議

の
み
な
さ
ん
が
集
ま
り
に
来
て
く
れ

て
い
ま
し
た
が
、
前
回
は
山
中
議
員

だ
け
で
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
も
、
署
名
を
た
く
さ
ん
集
め
て
県

に
提
出
し
た
い
で
す
。 

（
つ
く
ば
市
・
山
崎
ひ
と
子
） 

議 

会 

傍 

聴 

記 

 

水
道
料
金
の
引
き
下
げ
は
長
年

の
県
民
要
求
で
す
。
今
年
は
県
水
道
料
金
の
改

定
時
期
で
あ
り
、
鹿
行
や
県
中
央
地
域
の
自
治

体
か
ら
引
き
下
げ
要
請
が
出
さ
れ
、
つ
く
ば
市

な
ど
県
南
地
域
も
今
後
、
提
出
予
定
で
す
。 

 

「
県
企
業
局
経
営
戦
略
」
に
よ
る
財
政
計
画

で
は
、
２
０
２
４
年
度
の
純
利
益
を
１
９
４
億

５
千
万
円
と
見
込
ん
で
お
り
、
決
算
で
は
見
込

み
を
上
回
る
黒
字
を
積
み
上
げ
て
い
ま
す
。 

 

山
中
議
員
の
質
問
に
対
し
、
知
事
は
「
利
益

剰
余
金
は
、
浄
水
場
の
大
規
模
改
修
や
管
路
耐

震
化
等
に
充
て
る
た
め
、
料
金
引
き
下
げ
は
で

き
な
い
」
と
答
弁
。
さ
ら
に
「
市
町
村
に
対

し
、
地
下
水
等
の
自
己
水
源
か
ら
県
水
へ
の
転

換
を
働
き
か
け
」
て
い
る
と
し
ま
し
た
。
料
金

引
き
下
げ
に
応
え
な
い
ど
こ
ろ
か
、
県
水
を

も
っ
と
市
町
村
に
買
わ
せ
よ
う
と
い
う
姿
勢
は

問
題
で
す
。 

水
道
料
金
引
き
下
げ
を 



 

県
立
洞
峰
公
園
の
利
用
者
は
、プ
ー
ル
や
体
育

館
、テ
ニ
ス
コ
ー
ト
な
ど
の
有
料
施
設
だ
け
で
年

間
２
７
万
人
。 

そ
の
ほ
か
、散
歩
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、

自
然
散
策
な
ど
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。利
用

者
の
多
く
は
つ
く
ば
市
民
で
、子
ど
も
か
ら
シ
ニ

ア
ま
で
全
世
代
が
日
常
的
に
利
用
す
る 

憩
い
の

場
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

と
こ
ろ
が
、県
は
パ
ー
ク
Ｐ
Ｆ
Ｉ
（
公
園
に
施
設
を 

設
置
・運
営
す
る
民
間
事
業
者
を
公
募
選
定
す
る
制
度
）

を
導
入
し
て
収
益
事
業
を
実
施
し
、“も
う
か
る

公
園
”に
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

知
事
は
導
入

の
理
由
に
つ
い
て
、「
体
育
館
や
プ
ー
ル
の
大
規
模

改
修
や
駐
車
場
拡
張
の
費
用
捻
出
の
た
め
」
と

し
て
い
ま
す
が
、 

収
益
事
業
と
し
て
グ
ラ
ン
ピ
ン

グ
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、ド
ッ
グ
ラ
ン
施
設
を
設
置
す

る
ほ
か
、指
定
管
理
者
は
公
園
内
に
ビ
ー
ル
工
房

整
備
ま
で
計
画
し
て
い
ま
す
。 

県
民
の
声
を
公
園
管
理
に
生
か
せ 

 

山
中
議
員
は
、「
県
民
の
声
を
公
園
管
理
に
生

か
す
べ
き
」
と
知
事
に
た
だ
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
ま
で
４
回
開
か
れ
た
説
明
会
に
３
７
６
人

が
参
加
し
、樹
木
伐
採
に
よ
る
景
観
へ
の
影
響
、

野
鳥
や
動
植
物
な
ど
へ
の
影
響
、騒
音
や
治
安
な

ど
へ
の
不
安
の
声
を
上
げ
ま
し
た
。ま
た
、県
の
ア

ン
ケ
ー
ト
に
多
く
の
市
民
が
意
見
を
寄
せ
た
ほ

か
、公
園
運
営
に
市
民
が
参
加
で
き
る
よ
う
協
議

会
設
置
を
求
め
る
４
千
人
の
署
名
を
提
出
。 

  

し
か
し
、知
事
は
「
何
で
反
対
し
て
い
る
か
わ
か

ら
な
い
。ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
の
９
割
が
つ
く
ば
市
民

で
偏
っ
て
い
る
。再
度
全
県
に
対
象
を
広
げ
て
調

査
す
る
」
と
、追
加
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
正
当
化

し
ま
し
た
。 

知
事
は
、あ
く
ま
で
も
民
間
に
よ
る

収
益
事
業
を
導
入
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、実

施
に
は
、つ
く
ば
市
建
築
審
査
会
の
特
例
許
可
が

必
要
で
す
。 

 

五
十
嵐
つ
く
ば
市
長
も
懸
念
の
声
を
上
げ
て
い

ま
す
。 

静
か
な
公
園
環
境
を
ま
も
っ
て
欲
し
い
と

い
う
市
民
の
声
を
、知
事
は
真
摯
に
受
け
と
め
て
、

計
画
を
見
直
す
べ
き
で
す
。 

“

”
静
か
な
公
園
を
ま
も
ろ
う 

グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
な
ど
パ
ー
ク
Ｐ
Ｆ
Ｉ
計
画
に
よ
る 

“も
う
か
る
公
園
”
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
！ 

草刈りなど適正管理を 
 ナショナルサイクルルートに指定されたりんりんロードは、自転車・

歩行者専用道路として年間11万人が利用する生活道路です。 

 山中議員は、草刈りや桜並木などの適正管理を求める住民要望を

うけ議会で質問。 草刈り幅をいまの幅７０ｃｍより広げるとともに、 

自転車の安全走行の徹底を求めました。 

 土木部長は、「草刈りを年2回実施するほか、 通行に支障をきたす

場合は応急的に除草している。 桜並木は、維持管理を地元団体が

行うことを条件に植樹を許可した 

経緯がある。 管理は地元団体に

行っていただくが、県として月2回の

パトロール時に倒木の危険性や 視

認性に問題がある場合は、枝払い

や伐採などを行うなど、適切な維持

管理に努める」と答えました。 

学校給食を無償に！ 
地場産物・有機農産物の積極的活用 

 共産党県議団は、▼小中学校の給食無償化 ▼給食に地場産

物や有機農産物を積極的に活用することを求めて質問。   

 県内の学校給食では、米やソフトめん、豚肉や牛乳は   

１００％県産品が使用される一方、野菜や魚、加工・冷凍食

品は割合が低く、とくにパンの小麦は８割が外国産です。 

 教育長は「地場産物活用率が５０％を超える市町村が９割

に達した一方、低廉な価格で同一規格の食材を大量に確保す

る必要があり、使用が難しい現状もある。無償化は、政策の

優先度や財政状況をふまえて研究する」と答弁。共産党県議

団は、これからも要望を続けます。 
 

東海第２原発再稼働に反対を 
政府の再稼働方針は認められない 

 岸田首相は８月のＧＸ実行会議で、東海第２原発を含め

「国が前面に立って原発再稼働をすすめる」と表明。 

 共産党県議団は抗議声明を政府に提出するとともに、「県

や地元の了解ではなく、政府が判断を下すという方針転換な

ら決して認められない」と指摘。議会で、知事に「事前了解

権を堅持し、再稼働に反対を」と迫りました。知事は「当然

ながら地元の了解が前提になる」と答弁。 

 県民の意見を聞く手段として、共産党県議団が「県民投票

の実施は選択肢に含まれるか」と尋ねたのに対し、知事は

「県民投票を含め、さまざまな方法があるが、最適な方法を

検討したうえで選択したい」と述べました。 

洞峰公園利用者アンケート結果より抜粋（2021年11月実施 回答数283） 


